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３月定例議会３３月月定定例例議議会会
会期 ３月８日～１７日 １０日間

補正後予算総額 55億9千4百16万2千円

・きめ細かな臨時交付金（１４事業） 9千7百46万2千円

・太良病院事業会計繰出金 4千5百40万9千円

・公共施設整備基金積立 7千7百35万6千円

・町営火葬場建設工事 5億3千2百54万円

・学校施設耐震補強工事 5千8百36万4千円

・大浦小学校改築設計委託費 2千5百万円

平成２２年度当初予算
（単位：千円）

当 初 予 算
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会 計 名

一 般 会 計

山 林 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

後期高齢者 医 療 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

漁 業 集 落 排 水 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

町 立 太 良 病 院 事 業 会 計

総 計

平成２１年度の
主な補正

平成２２年度の
主な事業
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町町
条条
例例
一一
部部
改改
正正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
及
び
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
条
例

急
速
な
少
子
化
に
対
応
す
る

た
め
、
国
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
う
も

の
。適

正
就
学
指
導
委
員
会
条

例県
で
実
施
し
て
い
た
就
学
相

談
を
、
町
で
実
施
す
る
た
め
。

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例

申
請
期
間
の
見
直
し
に
よ
り

医
療
費
の
未
払
い
防
止
を
図
る

た
め
。

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

申
請
期
間
の
見
直
し
に
よ
り

医
療
費
の
未
払
い
防
止
を
図
る

た
め
。

町
立
児
童
館
設
置
及
び
管

理
条
例

多
良
・
油
津
・
伊
福
児
童
館

の
廃
止
及
び
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
対
応
す
る
た
め
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
の
廃
止

太
良
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
。

太
良
町
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
町
立
太
良
病
院
の
経
営
形
態

を
地
方
公
営
企
業
法
一
部
適
用

か
ら
全
部
適
用
へ
移
行
す
る
た

め
、「
町
立
太
良
病
院
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
」
の
全
部
を

改
正
。

町
立
太
良
病
院
使
用
料
及

び
手
数
料
条
例

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
町
立
太
良
病
院
の
経
営
形
態

の
変
更
に
伴
い
、
一
部
改
正
。

太
良
町
病
院
事
業
管
理
者

の
給
与
及
び
旅
費
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
町
立
太
良
病
院
の
経
営
形
態

の
変
更
に
伴
い
、
病
院
事
業
管

理
者
を
置
く
た
め
、
そ
の
給
与

等
を
定
め
る
。

町
立
太
良
病
院
企
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
制
定

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
町
立
太
良
病
院
の
経
営
形
態

の
変
更
に
伴
い
、
町
立
太
良
病

院
企
業
職
員
の
給
与
等
。

柑
き
つ
経
営
農
家
に
対
す

る
利
子
補
給
及
び
損
失
補

償
条
例
の
一
部
改
正

平
成
二
十
一
年
産
ミ
カ
ン
価

格
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
経
営
の

維
持
継
続
が
困
難
に
な
ら
れ
た

農
家
に
対
す
る
利
子
補
給
等
の

措
置
。

柑
き
つ
経
営
農
家
に
対
す

る
融
資
額
の
限
度
に
つ
い

て平
成
二
十
一
年
産
ミ
カ
ン
販

売
価
格
の
低
迷
に
伴
い
、
ミ
カ

ン
農
家
に
対
す
る
資
金
の
低
利

融
資
事
業
と
し
て
、
融
資
限
度

額
を
総
額
一
億
五
千
万
円
と
す

る
。農

林
漁
業
振
興
資
金
の
融

通
に
伴
う
事
業
の
指
定
及

び
融
資
額
の
限
度
に
つ
い

て農
林
漁
業
振
興
資
金
対
象
事

業
を
「
園
芸
作
物
」「
畜
産
」

「
海
苔
」
を
指
定
し
、
融
資
限

度
額
を
総
額
四
千
万
円
と
す
る
。

町
道
の
認
定

・
伊
福
地
区
の
旧
国
道
敷
き
延

長
一
三
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
を

町
道
伊
福
東
線
に
認
定
。

※

中
尾
・
大
野
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

計
画
事
業
費
を
一
億
六
千
万

円
か
ら
一
億
八
千
万
円
に
増
額

し
、
計
画
期
間
を
平
成
十
九
年

度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で

を
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
期

間
を
短
縮
す
る
。

平
成
二
十
一
年
度
太
良
町

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
も
の

道
の
駅
整
備
事
業
な
ど
地
域

活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交

付
金
十
四
事
業
九
千
七
百
四
十

六
万
二
千
円
、
町
立
太
良
病
院

事
業
会
計
繰
出
金
四
千
五
百
四

十
万
九
千
円
、
小
学
校
及
び
中

学
校
の
学
校
施
設
耐
震
補
強
事

業
併
せ
て
九
千
五
百
十
五
万
五

千
円
に
減
額
、
公
共
施
設
整
備

基
金
積
立
金
七
千
七
百
三
十
五

万
六
千
円
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

十
五
億
九
千
四
百
十
六
万
二
千

円
。

交通条件及び自然的、経済的、文化的諸条件に恵まれず、他

の地域に比較して住民の生活文化水準が著しく低い山間地、離

島その他のへんぴな地域のことをいいます。

※ 辺地とは
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平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度

特特
別別
会会
計計
補補
正正
予予
算算

山
林
特
別
会
計
補
正

主
な
も
の

・
立
木
売
払
収
入
千
八
百
五
十

四
万
七
千
円
の
減
額
。

・
造
林
事
業
県
補
助
金
三
百
三

十
二
万
四
千
円
の
減
額
。

・
町
有
林
主
伐
事
業
及
び
立
木

調
査
委
託
料
千
八
百
二
十
九

万
円
の
減
額
。

・
造
林
事
業
費
委
託
料
八
百
四

十
五
万
六
千
円
の
減
額
。

老
人
保
健
特
別
会
計

平
成
二
十
一
年
度
老
人
保
健

概
算
医
療
費
交
付
金
の
変
更
等

に
伴
い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
百
六
十
一
万
六
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

千
百
四
十
四
万
千
円
と
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計保
険
料
の
額
の
確
定
及
び
前

年
度
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
伴

い
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
二

百
五
十
六
万
四
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
百
四
十
三

万
六
千
円
と
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

療
養
給
付
費
負
担
金
の
増
額

及
び
財
政
調
整
交
付
金
の
決
定

等
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
千
八
百
二
十
六
万
三

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
十
八
億
五
千
九
百
十
四
万
四

千
円
と
す
る
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

基
金
繰
入
金
五
百
万
円
の
減

額
及
び
雑
入
二
十
五
万
円
の
増

額
と
、
歳
出
の
各
減
額
補
正
は
、

決
算
見
込
み
に
よ
る
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

営
業
収
益
百
十
一
万
円
の
増

額
と
営
業
費
用
五
十
万
八
千
円

と
営
業
外
費
用
十
万
七
千
円
の

各
増
額
は
、
決
算
見
込
み
に
よ

る
。町

立
太
良
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

主
な
も
の

今
年
度
か
ら
町
立
太
良
病
院

※

が
、
不
採
算
地
区
病
院
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
等
に

よ
る
補
助
金
五
千
八
万
五
千
円

の
増
額
及
び
今
年
度
末
で
定
年

前
に
退
職
す
る
看
護
師
一
人
分

の
退
職
手
当
組
合
に
対
す
る
特

別
負
担
金
五
百
五
十
万
円
の
増

額
。追追

加加
議議
案案

太
良
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
廃
止

太
良
町
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

を
有
し
な
く
な
っ
た
た
め
。

監
査
委
員
の
選
任

・
太
良
町
大
字
大
浦
丁
五
四
一

番
地

野
中

秋
吉
氏

意意
見見
書書
をを
提提
出出

○

有
明
海
再
生
の
た
め
の
諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
排
水
門
開

門
調
査
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

○

改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行
等
を
求
め
る
意
見
書

○

核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求
め
る
意
見
書

○

生
産
性
の
高
い
競
争
力
に
富
ん
だ
農
家
の
育
成
を
求
め
る

意
見
書

病院の規模や立地条件が経営に非常に不利となっている病院のことで、病床

数１５０床未満の病院で、直近の病院まで１５�以上離れている病院あるいは国勢
調査における「人口集中地区」以外に所在する病院をいう。

人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が低下し、生産機能及び生

活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域のことをいいます。

人口要件及び財政力要件（過疎法第２条）の両方に該当する市町村の区域が

過疎地域として指定されます。

※ 不採算地区病院とは

参考 過疎地域とは
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答
▼
い
ろ
い
ろ
な
改
正
を
し
て
い
き
た
い
。

山山
口口

現
在
の
火
葬
場
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

今
後
の
計
画
、
完
成
予
定
、

稼
働
す
る
時
期
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

建
物
の
実
施
設
計
が
完

了
し
て
現
在
行
っ
て
い
る
用

地
造
成
工
事
は
、
二
月
末
現

在
で
の
進
捗
状
況
が
八
十
・

五
％
で
今
年
度
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

平
成
二
十
二
年
度
当
初
を
め

ど
に
本
体
工
事
の
入
札
を
行

い
平
成
二
十
二
年
度
中
の
完

成
、
火
葬
場
の
供
用
開
始
を

二
十
三
年
四
月
に
予
定
し
て

い
る
。

山山
口口

施
設
の
建
築
の
場
合
、

や
は
り
町
の
業
者
優
先
と
い

う
型
を
取
っ
て
も
ら
い
、
町

に
あ
る
程
度
の
潤
い
を
も
た

ら
し
て
欲
し
い
が
。

町
長

で
き
る
だ
け
町
内
業
者

が
工
事
等
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
て
い

き
た
い
。

山山
口口

当
初
の
計
画
が
変
更
に

な
っ
た
と
い
う
事
業
は
な
い

か
。

町
長

用
地
造
成
工
事
で
の
大

幅
な
変
更
は
あ
っ
て
い
な
い
。

山山
口口

近
隣
の
市
町
に
は
な
い

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
火
葬
場

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
そ
の
利
用
度
は
ど
れ
く

ら
い
の
範
囲
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長

幅
広
く
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

前
向
き
に
検
討
を
考
え
て
い

る
。

山山
口口

火
葬
料
金
な
ど
の
見
直

し
の
計
画
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

武
雄
が
七
千
円
、
太
良
の

場
合
が
五
千
円
、
太
良
の
町

外
の
場
合
は
二
万
五
千
円
、

武
雄
の
市
外
の
場
合
は
三
万

五
千
円
、
我
が
町
も
財
政
き

び
し
い
中
で
の
運
営
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
料
金
の
制

度
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長

新
火
葬
場
に
な
れ
ば
、

今
回
ペ
ッ
ト
の
火
葬
計
画
も

あ
る
の
で
現
在
の
使
用
料
金

と
同
時
に
見
直
し
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

検
討
委
員
会
等
で
相
談
し

な
が
ら
改
善
に
向
け
て
改
正

し
て
い
き
た
い
。

山山
口口

料
金
の
事
で
聞
き
た
い

が
、
子
供
が
他
県
に
住
ん
で

お
り
亡
く
な
っ
た
場
合
、
太

良
の
方
で
葬
儀
を
す
る
時
、

料
金
が
町
外
の
料
金
を
取
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
住
民

票
に
も
と
づ
い
て
の
事
だ
と

聞
い
た
。

実
際
亡
く
な
っ
た
人
か
ら

は
料
金
は
取
ら
な
い
の
だ
か

ら
、
親
か
ら
は
、
太
良
の
町

民
と
し
て
の
料
金
を
取
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

も
っ
と
配
慮
が
必
要
で
は

な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

今
現
状
で
は

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
住
民
票

の
登
記
に
も
と
づ
い
て
対
応

し
て
い
る
。

太
良
町
出
身
の
方
、
太
良

町
に
関
係
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
ん
な
方
向
で
提
案

を
申
し
上
げ
、
検
討
委
員
会

に
も
話
を
し
て
決
定
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

般
問

一
質

町営火葬場の進捗状況と
運営は

山口 光章 議員

新火葬場造成地
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答
▼
各
担
当
課
で
責
任
も
っ
て
や
っ
て
い
る

牟牟
田田

町
で
現
在
管
理
し
て
い

る
浄
化
槽
等
は
何
ヶ
所
か
。

環
境
水
道
課
長

町
が
直
接
管

理
し
て
い
る
の
は
、
三
十
七

ヶ
所
で
あ
る
。

牟牟
田田

三
十
七
施
設
に
か
か
る

経
費
は
、
年
間
い
く
ら
か
。

環
境
水
道
課
長

平
成
二
十
年

度
で
千
二
百
四
万
二
千
六
百

円
と
な
っ
て
い
る
。

牟牟
田田

全
部
入
札
か
委
託
か
、

又
は
一
部
入
札
委
託
か
ど
う

か
。

環
境
水
道
課
長

契
約
は
各
担

当
課
で
や
っ
て
い
る
が
、
私

の
所
の
二
ヶ
所
は
見
積
入
札

で
や
っ
て
い
る
。

牟牟
田田

町
の
施
設
で
は
な
い
が
、

光
風
荘
を
例
に
挙
げ
る
と
委

託
の
時
は
、
管
理
費
が
年
間

約
六
十
八
万
円
だ
っ
た
の
が
、

入
札
し
た
ら
年
間
三
十
八
万

円
で
落
札
さ
れ
た
と
聞
く
が

担
当
課
と
し
て
は
、
ど
う
考

え
る
か
。

環
境
水
道
課
長

契
約
す
る
の

は
設
置
者
と
業
者
の
こ
と
で
、

細
部
に
つ
い
て
は
今
状
況
を

把
握
し
て
い
な
い
。

牟牟
田田

光
風
荘
の
例
で
い
く
と

町
の
三
十
七
施
設
を
入
札
す

る
と
、
約
五
百
万
円
以
上
の

節
減
に
な
る
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

環
境
水
道
課
長

浄
化
槽
を
管

理
し
て
い
る
各
課
と
協
議
を

し
、
上
司
と
も
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た

い
。

牟牟
田田

再
度
た
ず
ね
る
が
、
竹

崎
の
漁
業
集
落
排
水
は
合
特

法
に
含
ま
れ
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

県
に
も
問
い

合
わ
せ
た
所
、
十
二
月
議
会

で
報
告
し
た
と
お
り
含
ま
れ

な
い
。

法
定
外
公
共
物
占
用
条
例

に
つ
い
て

牟牟
田田

平
成
二
十
二
年
に
な
っ

て
申
請
と
か
契
約
等
さ
れ
て

い
る
が
、
町
議
会
で
の
議
決

は
平
成
十
六
年
四
月
一
日
施

行
と
な
っ
て
い
る
が
、
六
年

間
も
遅
れ
た
理
由
は
何
か
。

建
設
課
長

県
と
契
約
し
て
い

た
四
十
八
件
分
に
つ
い
て
は

十
六
年
四
月
一
日
施
行
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は

平
成
二
十
年
度
に
調
査
を
し

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
台
帳

整
理
等
を
進
め
て
い
る
が
、

近
隣
の
市
町
村
の
状
況
を
見

て
検
討
を
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

牟牟
田田

こ
の
調
査
に
か
か
っ
た

費
用
は
い
く
ら
か
。

建
設
課
長

五
百
六
十
七
万
七

千
三
百
五
十
円
で
あ
る
。

牟牟
田田

調
査
に
か
か
っ
た
期
間

は
ど
う
か
。

建
設
課
長

大
体
七
ヶ
月
か
ら

八
ヶ
月
で
あ
る
。

牟牟
田田

費
用
は
約
五
百
七
十
六

万
円
、
期
間
は
七
ヶ
月
〜
八

ヶ
月
で
済
む
仕
事
が
六
年
も
、

遅
れ
た
理
由
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
、
条
例
施
行
日
が
決

ま
っ
て
い
る
の
に
施
行
し
な

い
の
は
、
異
常
な
事
で
は
な

い
か
。

副
町
長

確
か
に
施
行
日
が
決

ま
っ
た
以
上
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
仕
事
す
る
の
が
当
然
と

考
え
る
、
今
後
こ
う
い
っ
た

事
が
な
い
よ
う
に
極
力
、
努

め
て
い
き
た
い
。

町
施
設
の
浄
化
槽
等
管
理
状
況
に
つ
い
て

牟
田

則
雄

議
員

多良中学校浄化槽
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答
▼
活
用
す
べ
き
農
地
の
確
保
を
図
る

山山
口口

荒
廃
地
対
策
は
、
大
半

の
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
簡

単
に
は
解
決
で
き
な
い
大
き

な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
太
良
町
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

町
長

耕
作
放
棄
地
の
ほ
と
ん

ど
が
樹
園
地
で
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
消
費
動
向
の
変

化
等
に
よ
り
ミ
カ
ン
生
産
を

行
わ
な
い
園
地
が
ふ
え
斜
面

を
利
用
し
た
狭
小
な
階
段
状

の
農
地
は
、
機
械
化
の
困
難

さ
や
転
換
作
物
の
導
入
等
に

と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
る
。

町
と
し
て
の
具
体
的
な
対

応
策
と
し
て
は
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
へ
の
取

り
組
み
の
推
進
や
移
動
放
牧

の
拡
大
等
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
努
め
、
農
地
と

し
て
の
利
用
が
困
難
と
な
っ

た
土
地
は
、
林
地
化
や
景
観

形
成
作
物
な
ど
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

山山
口口

昨
年
農
地
法
が
改
正
さ

れ
、
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た

が
そ
の
内
容
と
、
新
し
い
農

地
法
に
よ
る
太
良
町
の
荒
廃

地
防
止
に
つ
な
げ
る
事
業
等

の
考
え
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

改
正

農
業
法
は
、
我
が
国
の
食
料

供
給
力
を
維
持
、
向
上
さ
せ

る
た
め
、
農
地
の
有
効
利
用

を
進
め
る
も
の
で
、
農
地
転

用
の
規
制
強
化
や
耕
作
放
棄

地
対
策
、
貸
借
に
よ
る
一
般

企
業
の
農
業
参
入
、
委
任
・

代
理
方
式
に
よ
る
面
的
な
農

地
集
積
対
策
な
ど
、
質
・
量

と
も
に
農
地
法
制
定
以
来
の

大
改
正
と
な
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
必
要
性
の

高
い
も
の
か
ら
順
次
農
地
利

用
状
況
調
査
を
実
施
し
、
耕

作
放
棄
地
の
所
有
者
の
事
情

等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
解
消

に
努
め
耕
作
再
開
が
見
込
め

な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、
植

林
に
よ
る
非
農
地
へ
の
誘
導

や
、
新
た
な
解
決
方
法
の
確

立
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

山山
口口

平
成
二
十
年
度
調
査
で

は
三
百
十
五
町
の
耕
作
放
棄

地
が
報
告
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
状
況
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

耕
作

放
棄
地
は
営
農
再
開
、
植
林
、

放
牧
で
平
成
二
十
年
度
に
約

十
六
町
四
反
、
平
成
二
十
一

年
度
に
約
五
町
三
反
解
消
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

山山
口口

農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
が
創
設
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
そ
の
内
容
と
、
取
り
組

み
の
考
え
は
。

農
林
水
産
課
長

地
域
内
の
農

地
を
一
括
し
て
引
き
受
け
て
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
担
い
手
に

再
配
分
を
行
う
仕
組
み
で
、

期
待
で
き
る
事
業
で
は
な
い

か
と
思
う
。

太
良
町
の
段
階
で
は
、
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
と

な
る
実
施
主
体
を
ど
の
組
織

に
す
る
か
選
ぶ
必
要
が
あ
り
、

関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
と

検
討
協
議
を
行
い
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山山
口口

耕
作
地
を
耕
作
放
棄
地

に
な
さ
な
い
、
そ
の
対
策
も

必
要
と
思
う
が
、
樹
園
地
の

基
盤
整
備
事
業
の
考
え
は
。

町
長

大
浦
に
モ
デ
ル
地
区
を

作
り
、
ダ
ム
の
水
を
利
用
し

露
地
野
菜
等
を
奨
励
し
、
何

か
畑
作
が
出
来
な
い
か
皆
さ

ん
達
が
計
画
し
て
、
補
助
と

い
う
か
た
ち
を
と
り
た
い
と

思
う
。

か
ん
き
つ
経
営
農
家
の
救

済
を

山山
口口

不
況
と
買
い
控
え
等
も

重
な
り
、
価
格
低
迷
の
中
、

厳
し
い
農
産
物
の
販
売
が
続

い
て
い
る
、
全
国
的
な
豊
作

で
あ
っ
た
ミ
カ
ン
農
家
の
救

済
が
急
務
と
思
う
が
。

町
長

価
格
低
迷
に
よ
る
農
家

の
再
生
産
の
手
助
け
と
し
て
、

低
金
利
の
融
資
、
い
わ
ゆ
る

利
子
補
給
に
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

山山
口口

ミ
カ
ン
農
家
以
外
の
救

済
は
ど
う
考
え
る
か
。

町
長

今
回
、
太
良
町
農
林
業

振
興
資
金
の
要
綱
を
改
正
し
、

事
業
の
種
類
を「
か
ん
き
つ
」

か
ら
「
園
芸
作
物
」
に
拡
大

し
て
、
す
べ
て
の
農
家
を
対

象
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

荒廃地対策の取り組みは

山口 嚴 議員
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答
▼「
安
心
た
ら
・
健
や
か
な
福
祉
の
ま

ち
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

川川
下下

太
良
町
で
は
障
害
者
の

事
業
は
、
ど
う
い
う
経
緯
で

計
画
し
、
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長

「
安
心
た
ら
・
健
や
か

な
福
祉
の
ま
ち
」
を
基
本
理

念
に
掲
げ
、「
町
民
の
理
解

と
地
域
で
の
支
え
合
い
に
よ

り
、
障
害
者
、
障
害
児
の
皆

さ
ん
の
自
立
と
社
会
活
動
へ

の
参
加
の
支
援
、
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
、

太
良
町
障
害
者
長
期
計
画
及

び
太
良
町
障
害
者
福
祉
計
画

を
策
定
し
、「
誰
も
が
き
ら

め
く
ま
ち
・
太
良
町
」
を
基

本
目
標
に
、
国
や
県
、
近
隣

市
町
村
や
関
係
団
体
、
住
民

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

障
害
者
福
祉
施
策
を
推
進
し

て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
障
害
者
に

対
応
し
た
保
健
・
医
療
体
制

の
整
備
、
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
し
、
医
療
費
助

成
制
度
の
実
施
、
難
病
患
者

へ
の
支
援
、
精
神
保
健
福
祉

施
策
の
推
進
等
、
計
画
に

沿
っ
て
、
町
民
す
べ
て
の
参

加
と
協
力
の
も
と
、
施
策
の

推
進
に
取
り
組
み
、
よ
り
充

実
し
た
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

川川
下下

具
体
的
に
は
ど
う
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長

人
工
肛
門
増

設
者
の
方
へ
ス
ト
マ
購
入
費

の
一
部
助
成
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
の
助
成
、
補
装
具

の
修
理
費
の
助
成
、
重
度
の

障
害
者
へ
の
医
療
費
の
助
成
、

日
常
生
活
用
具
の
給
付
の
助

成
等
を
行
っ
て
い
る
。

川川
下下

長
崎
県
等
の
近
隣
市
町

村
と
比
べ
た
ら
、
障
害
者
の

方
の
満
足
度
が
低
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
。

町
民
福
祉
課
長

太
良
町
も
長

崎
県
等
と
同
様
、
障
害
者
福

祉
計
画
等
に
の
っ
と
っ
て
障

害
者
福
祉
の
推
進
に
努
め
て

お
り
、
財
政
や
人
口
規
模
の

大
小
は
あ
る
が
、
そ
ん
な
に

大
き
な
差
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
、
た
だ
、
障
害
者
の

方
の
要
望
に
沿
っ
た
形
で
、

足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
よ
り
よ

い
制
度
に
、
新
し
い
制
度
も

含
め
て
整
備
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

太
良
町
が
今
後
進
む
方
向

性
は

川川
下下

一
期
四
年
の
最
後
の
締

め
く
く
り
の
年
の
町
長
の
考

え
は
。

町
長

任
期
最
後
の
締
め
く
く

り
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
施
策

に
つ
い
て
十
分
検
証
し
、
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
、
ま
ず

一
次
産
業
を
活
性
化
す
る
こ

と
が
太
良
町
を
活
気
づ
け
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
こ
れ
ぞ
と
思
う
案

が
見
出
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、

地
道
に
努
力
さ
れ
て
い
る
生

産
者
の
後
押
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
り
、
今
後
を
見
据

え
た
後
継
者
の
方
々
の
取
り

組
み
に
対
し
て
は
、
で
き
得

る
限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
懸
案
事
項
で
あ
っ

た
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
四
月
に
供
用

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

町
立
太
良
病
院
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り

こ
れ
ま
で
の
公
営
企
業
法
の

一
部
適
用
か
ら
全
部
適
用
に

変
え
、
累
積
赤
字
の
解
消
に

向
け
て
心
機
一
転
、
経
営
ス

タ
ッ
フ
を
一
新
し
て
、
新
体

制
で
臨
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度

の
県
営
広
域
農
道
の
全
線
開

通
に
合
わ
せ
、
広
域
農
道
か

ら
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

等
、
道
路
の
改
良
事
業
を
行

い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

行
政
と
し
て
も
こ
れ
ま
で

の
考
え
方
か
ら
脱
皮
し
て
、

新
し
い
時
代
に
即
し
た
機
動

性
の
あ
る
施
策
を
打
ち
出
す

必
要
が
あ
る
。

川川
下下

広
域
農
道
は
全
線
開
通

す
る
が
、
有
明
海
沿
岸
道
路

の
計
画
は
。

町
長

地
域
振
興
策
の
一
環
で

も
あ
り
、
十
数
年
期
成
会
で

要
望
し
て
い
る
が
、
今
後
も

候
補
路
線
の
指
定
を
再
度
強

く
要
望
し
て
い
く
。

川川
下下

生
活
習
慣
百
点
運
動
の

継
続
は
。

教
育
長

運
用
の
仕
方
に
つ
い

て
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し
て

い
く
。

太良町の障害者福祉施策と
取り組みは

川下 武則 議員

太良町総合福祉保健センター
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答
▼
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
今
後
も

健
診
を
推
進
し
て
い
き
た
い

平平
古古
場場

町
が
行
っ
て
い
る
対

象
者
の
年
齢
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

健
康
増
進
課
長

乳
が
ん
が
四

十
歳
以
上
、
子
宮
が
ん
が
二

十
歳
以
上
で
両
方
と
も
偶
数

年
齢
の
方
と
な
っ
て
い
る
。

平平
古古
場場

今
年
度
の
受
診
率
の

状
況
を
問
う
。

健
康
増
進
課
長

乳
が
ん
検
診

が
千
七
百
二
十
四
人
に
対
し
、

三
百
三
十
八
人
、
十
九
・
六

％
、
子
宮
が
ん
検
診
は
、
二

千
百
六
十
四
人
に
対
し
、
三

百
四
十
七
人
、
十
六
％
の
検

診
率
と
な
っ
て
い
る
。

平平
古古
場場

受
診
率
が
か
な
り
低

い
と
思
う
が
、
向
上
の
方
法

と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

健
康
増
進
課
長

国
と
し
て
も

こ
の
女
性
特
有
の
が
ん
の
補

助
が
始
ま
っ
た
の
も
、
が
ん

の
死
亡
率
が
一
番
と
い
う
事

な
の
で
町
で
も
対
象
者
に
通

知
を
行
い
、
保
健
推
進
委
員

さ
ん
に
も
お
願
い
を
し
て
い

る
。さ

ら
に
検
診
も
土
曜
、
日

曜
を
挟
め
て
四
日
間
、
一
回

目
を
行
っ
て
い
る
が
な
か
な

か
受
診
率
が
上
が
ら
な
い
の

で
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え

て
い
く
。

平平
古古
場場

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
が
昨
年
の
十
二
月
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
が
年
齢
と
費

用
の
説
明
を
問
う
。

健
康
増
進
課
長

年
齢
は
感
染

す
る
可
能
性
が
低
い
十
歳
代

前
半
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
て
、
年
齢
的
に
は
十
一
歳

か
ら
十
四
歳
ぐ
ら
い
ま
で
が

接
種
さ
れ
て
い
る
。

費
用
は
三
回
で
四
万
五
千

円
程
度
か
か
る
。

平平
古古
場場

小
城
市
で
は
ワ
ク
チ

ン
の
約
半
額
を
中
学
生
の
み

補
助
す
る
と
い
う
事
だ
が
、

太
良
町
で
も
い
く
ら
か
の
補

助
は
で
き
な
い
か
。

健
康
増
進
課
長

全
国
で
も
各

市
町
村
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ

て
い
る
所
も
あ
る
の
で
町
長

と
も
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

平平
古古
場場

今
、
太
良
町
で
も
が

ん
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
が

か
な
り
い
る
と
き
く
が
、
手

術
を
す
れ
ば
必
ず
抗
が
ん
剤

を
投
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
病
状
に
よ
っ
て
は
金

額
の
高
い
薬
が
必
要
と
な
り
、

が
ん
の
手
術
で
苦
し
み
、
抗

が
ん
剤
の
副
作
用
で
苦
し
み
、

今
で
は
お
金
で
苦
し
ん
で
い

る
人
も
い
る
。

抗
が
ん
剤
の
負
担
が
い
く

ら
か
で
も
軽
く
な
る
よ
う
に

助
成
が
で
き
な
い
か
。

町
長

が
ん
治
療
に
つ
い
て
は

悪
化
す
れ
ば
長
引
く
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

本
人
に
と
っ
て
は
苦
し
い

人
生
を
送
っ
て
い
る
方
が
い

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
半
面

幾
ら
か
の
助
成
は
高
額
医
療

費
の
差
額
の
分
で
助
成
は
あ

る
が
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー

と
い
う
形
で
、
国
、
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
町
長
例
会

等
々
で
も
又
、
佐
賀
県
十
市

十
町
で
、
国
の
方
に
要
望
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

平平
古古
場場

太
良
の
男
女
共
同
参

画
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
。

町
長

国
や
県
の
方
針
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
二
年
度
に
太

良
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。

平平
古古
場場

太
良
町
に
は
Ｊ
Ａ
女

性
部
、
Ｊ
Ｆ
女
性
部
、
商
工

女
性
部
、
地
域
婦
人
部
の
各

組
織
が
あ
る
が
こ
の
組
織
が

一
体
と
な
っ
て
太
良
町
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
の
も

い
い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
は

行
政
側
の
協
力
が
必
要
だ
が

要
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る

か
。

総
務
課
長

相
談
が
あ
れ
ば
町

と
し
て
協
力
は
惜
し
ま
な
い
。

平平
古古
場場

男
女
共
同
参
画
の
理

念
は
教
育
の
部
で
学
ぶ
の
が

知
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

教
育
長

学
校
教
育
に
お
い
て

は
男
女
平
等
教
育
の
推
進
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

道
徳
の
時
間
に
「
思
い
や

り
・
親

切
」、「
友

情
・
信

頼
・
助
け
合
い
」、「
生
命
尊

重
」
等
の
主
題
で
各
学
年
の

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

日
常
的
に
ど
の
教
科
の
授

業
に
お
い
て
も
男
女
協
力
し

て
の
学
習
風
景
が
見
ら
れ
る
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て
問
う

平
古
場
公
子

議
員
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皆さんの声を！皆さんの声を！

編
集
室
よ
り

編
集
委
員
会
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�

委
員
長

木
下

繁
義

副
委
員
長

見
陣

�
幸

委

員

牟
田

則
雄

山
口

嚴

所
賀

廣

平
古
場
公
子

１
月
〜
３
月

１
・
４

�
成
人
式

�
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
・
１０

�
消
防
出
初
め
式

１
・
１２

�
西
部
環
境
組
合
議
員
協
議
会

１
・
１３

�
佐
賀
県
町
村
議
長
会

１
・
１６

�
鹿
島
青
年
会
議
所
新
年
会

１
・
１７

�
県
内
一
周
駅
伝
大
会
結
団
式

１
・
１９

�
政
経
セ
ミ
ナ
ー
合
同
例
会

�
同
和
問
題
地
区
別
研
修
会

１
・
２１

�
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１
・
２２

�
行
財
政
調
査
委
員
会

１
・
２４

�
町
内
駅
伝
大
会

１
・
２５

�
町
村
議
会
議
員
研
修
会

１
・
２７

�
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１
・
２９

�
新
春
経
済
講
演
会

２
・
１

�
簡
易
水
道
運
営
委
員
会

２
・
２

�
議
会
広
報
研
修
会

２
・
３

�
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�
京
都
府
久
御
山
町
議
会
よ
り
視
察

２
・
４

�
市
町
村
行
政
講
演
会

２
・
９

�
和
歌
山
県
印
南
町
よ
り
視
察

２
・
１２

�
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

�
町
村
議
長
会
定
期
総
会

２
・
１５

�
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
案
勉

強
会

２
・
１８

�
西
部
広
域
環
境
組
合
議
会

２
・
１９

�
総
務
常
任
委
員
会
勉
強
会

２
・
２１

�
県
内
一
周
駅
伝
大
会
反
省
会

２
・
２２

�
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

２
・
２３

�
火
葬
場
建
設
検
討
委
員
会

�
鹿
島
藤
津
衛
生
施
設
組
合
議
会

２
・
２５

�
杵
藤
広
域
圏
組
合
議
会
定
例
会

２
・
２６

�
果
協
み
か
ん
生
産
者
大
会

２
・
２７

�
第
１２
回
社
会
福
祉
大
会
・
し
お
さ
い

館
１０
周
年
ま
つ
り

�
町
立
太
良
病
院
改
革
委
員
会

２
・
２８

�
バ
ラ
干
し
海
苔
加
工
場
落
成
式

３
・
２

�
太
良
高
校
卒
業
式

３
・
３

�
議
会
運
営
委
員
会

�
国
保
運
営
協
議
会

３
・
５

�
山
林
運
営
委
員
会

３
・
８

�
３
月
定
例
議
会
招
集

�
議
員
全
員
協
議
会

３
・
１０

�
議
会
一
般
質
問

３
・
１１

�
議
員
全
員
協
議
会

３
・
１２

�
中
学
校
卒
業
式

３
・
１５

�
議
案
審
議

３
・
１６

�
議
案
審
議

３
・
１７

�
議
案
審
議

３
・
１８

�
大
浦
土
地
改
良
区
総
代
会

３
・
１９

�
小
学
校
卒
業
式

３
・
２６

�
消
防
ポ
ン
プ
引
渡
式

�
北
多
良
土
地
改
良
区
通
常
総
会

３
・
２７

�
さ
く
ら
祭
り

�
白
石
町
庁
舎
落
成
記
念
祝
賀
会

�
中
溝
氏
叙
勲
祝
賀
会

３
・
２９

�
杵
藤
広
域
圏
組
合
議
会
定
例
会

平成２１年度後期（１０月～３月分）
議長交際費の支出状況を公表します。

平
年
な
ら
風
薫
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
今
年
は
何
時
ま
で

も
肌
寒
く
大
変
な
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
農
産
物
の
成
長
も
、

出
来
も
悪
く
、
農
家
の
方
々
も
、

気
が
も
め
る
事
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
気
候
変
動
に
負

け
ず
に
、
お
互
い
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

町
民
の
皆
様
か
ら
の
提
言
・

御
意
見
も
よ
ろ
し
く
御
願
い
し

ま
す
。お

知
ら
せ

６
月
定
例
議
会
予
定

一
般
質
問

６
月
８
・
９
日
予
定

議
会
の
活
動

支出の相手方・行事名

国会議員との懇談会会費

鹿島青年会議所新年会

県内一周駅伝大会嬉野・
太良チーム結団式会費
県内一周駅伝大会嬉野・
太良チーム反省会会費
中溝忠喜氏叙勲祝賀会会
費
バラ干し海苔等加工場落
成式祝儀（議長・副議長）
肥前寒蘭太良愛好会展示
会議長賞

支出金額（円）

５，０００

５，０００

５，０００

４，０００

１０，０００

２０，０００

５，０００

５４，０００

支出日

１１月１０日

１月１６日

１月１７日

２月２１日

３月２７日

２月２８日

１０月１９日

区 分

会 費

祝 儀

贈呈品

合 計
第一回さくら祭り

�１０太良町議会だより１１６号 平成２２年４月２５日


